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こ
の
広
報
紙
が
み
な
さ
ん
の
手
元
に

届
く
頃
は
、
山
々
の
木
々
も
す
っ
か
り

落
葉
し
、
紅
色
か
ら
白
銀
の
世
界
へ
と

移
り
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

森
林
が
町
の
面
積
の
約
7
割
を
占
め

る
小
野
町
で
は
、
自
然
の
移
り
変
わ
り

を
色
濃
く
観
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
町

民
歌
や
学
校
の
校
歌
に
も
矢
大
臣
山
、

高
柴
山
、
杉
の
木（
杉
の
梢
）、
夏
井
川
、

桜
花
、
つ
つ
じ
な
ど
、
現
在
の
小
野
町

を
象
徴
す
る
自
然
の
資
源
が
登
場
し
ま

す
。
そ
れ
だ
け
、
町
の
歴
史
を
築
い
て

き
た
先
人
達
の
生
活
と
自
然
が
密
接
な

関
係
に
あ
る
こ
と
が
伺
い
知
れ
ま
す
。

「
未
来
さ
わ
や
か
・
・
・
自
然
と
共

生
す
る
あ
ぶ
く
ま
拠
点
都
市
」
は
、
21

世
紀
初
頭
の
小
野
町
の
理
想
像
で
す
。

私
た
ち
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
豊

か
な
自
然
資
源
を
、
次
代
へ
と
繋
い
で

い
く
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
今
、
自
然
と
共
生

し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。
今

の
生
活
が
地
域
の
環
境
に
、
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
点
検
し
、
自
然
と
共
生
す

る
た
め
に
何
が
出
来
る
の
か
、
何
が
必

要
な
の
か
を
共
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
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か
つ
て
、
日
本
が
好
景
気
に
沸
い

て
い
た
頃
、
消
費
が
美
徳
と
さ
れ
た

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

過
剰
包
装
で
大
量
に
発
生
し
た
ご

み
、排
気
ガ
ス
で
汚
染
さ
れ
た
空
気
、

生
活
排
水
で
汚
れ
た
川
な
ど
、
快
適

で
便
利
な
生
活
を
求
め
る
あ
ま
り
、

私
た
ち
は
環
境
に
無
関
心
で
し
た
。

環
境
問
題
が
叫
ば
れ
る
今
、
私
た

ち
の
周
り
に
は
大
量
消
費
時
代
の
負

の
遺
産
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

き
れ
い
な
環
境
を
取
り
戻
す
た
め
、

今
か
ら
で
も
で
き
る
環
境
に
負
担
を

か
け
な
い
生
活
手
段
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
な
の
が
「
水
」

で
す
。

毎
日
、
台
所
や
風
呂
、
洗
濯
で
使

用
し
た
水
は
川
へ
注
ぎ
、
下
流
の
生

活
用
水
や
農
業
用
水
と
し
て
再
び
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、流
域
に
棲
む
魚
や
鳥
な
ど
、

人
間
以
外
の
生
物
に
と
っ
て
も
川
の

水
は
大
切
で
す
。

今
、私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は「
汚

れ
た
水
」
を
川
に
流
さ
な
い
こ
と
で

す
。
水
環
境
を
守
る
に
は
、
下
水
道

や
合
併
処
理
浄
化
槽
を
使
用
す
る
こ

と
が
有
効
で
す
。

私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
、
切
っ

て
も
切
り
離
せ
な
い
存
在
な
の
が「
ご

み
」で
す
。
分
別
が
大
変
な
ほ
ど「
ご

み
の
種
類
」が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

缶
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
紙
類
、
無

色
び
ん
、
茶
色
び
ん
、
そ
の
他
の
び

ん
・
・
・
な
ど
10
種
類
に
分
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
以
前
は
「
燃
え

る
ご
み
」
と
「
燃
え
な
い
ご
み
」
だ

け
で
し
た
が
、
な
ぜ
分
別
の
種
類
が

多
く
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
ご
み
と
し
て
処
分
し
て

い
た
物
か
ら
再
び
「
資
源
」
を
取
り

出
し
、
埋
め
立
て
処
分
す
る
ご
み
を

減
ら
す
た
め
で
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
何
度
も

使
用
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
へ

環
境
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、「
地

球
温
暖
化
」「
エ
コ
」「
リ
サ
イ
ク
ル
」

と
い
っ
た
言
葉
を
目
に
、
あ
る
い
は

耳
に
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
、「
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
」と

い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
し
た
が
、
こ

の
冬
は
「
ウ
ォ
ー
ム
・
ビ
ズ
」
と
い

う
ス
タ
イ
ル
が
流
行
の
兆
し
で
す
。

こ
れ
ら
の
オ
フ
ィ
ス
ス
タ
イ
ル
は
、

職
場
の
温
度
環
境
を
エ
ア
コ
ン
や
ヒ

ー
タ
ー
で
調
節
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
こ
で
働
く
人
が
環
境
に
合
わ
せ
た

装
い
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
環
境
へ

の
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
す
る
取
り

組
み
の
一
つ
で
す
。

こ
こ
数
年
で
環
境
関
連
の
法
律
も

数
多
く
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
循
環

型
社
会
基
本
法
、
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
法
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
、
自

動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
、
食
品
リ
サ
イ

ク
ル
法
な
ど
、
い
ず
れ
も
循
環
型
社

会
の
基
礎
と
し
て
、
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
に
向
け
た
具
体
的
な
行
動

を
進
め
て
い
く
基
準
と
し
て
整
備
さ

れ
た
法
律
で
す
。

2
0
0
1
年
5
月
に
施
行
さ
れ
た

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、
2
0
0

6
年
度
に
再
生
利
用
な
ど
の
実
施
率

を
20
％
以
上
に
す
る
こ
と
が
目
標
に

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
生
ご
み
」を

捨
て
る
時
代
か
ら
、「
資
源
」と
し
て

再
生
利
用
す
る
と
い
う
の
が
循
環
型

社
会
の
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。

循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組

み
が
大
切
で
す
。
第
一
歩
は
気
づ
く

こ
と
。
そ
し
て
、
気
づ
い
た
ら
意
識

し
て
行
動
す
る
こ
と
。
今
日
一
日
の

生
活
を
振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
例
え
ば
「
ご
み
」が「
護

美
」
に
変
わ
る
よ
う
な
。

と
少
し
ず
つ
転
換
し
て
い
く
こ
と
で
、

地
域
の
環
境
が
守
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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11
月
４
日
、
小
野
町
役
場
に
お
い

て
、
平
成
17
年
度
第
2
回
小
野
町
都

市
計
画
審
議
会
（
櫛
田
忠
夫
会
長
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
は
じ
め
に
櫛
田
会

長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
宍
戸
町
長

よ
り
櫛
田
会
長
へ
諮
問
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

諮
問
内
容
に
つ
い
て
は
、『
田
村
東

部
都
市
計
画
公
園（
小
野
運
動
公
園
）

の
変
更
に
つ
い
て
（
県
知
事
決
定
）』

で
す
。

小
野
運
動
公
園
は
、
昭
和
54
年
１

月
に
都
市
計
画
決
定（
県

決
定
）
し
、
町
民
体
育

館
や
野
球
場
、
多
目
的

グ
ラ
ン
ド
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
等
の
整
備
を
図

り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

町
内
外
の
方
々
に
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
当
地

域
最
大
の
運
動
公
園
で

す
。そ

の
変
更
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
当
町
で
も

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
い
っ

た
運
動
種
目
利
用
者
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
公
園
利
用
者
の

利
便
性
、
安
全
性
及
び

め
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
今
回
は
二

本
松
市
の
六
角
川
を
視
察
し
ま
し
た
。

六
角
川
は
、
二
本
松
市
二
伊
滝
を

源
に
発
し
、
駅
前
の
中
心
市
街
地
を

貫
流
し
て
阿
武
隈
川
に
そ
そ
ぐ
約

3
・
7
5
ｋ
ｍ
の
一
級
河
川
で
す
。

現
況
河
川
は
川
幅
が
狭
く
、
市
街

地
を
取
り
囲
む
山
々
か
ら
急
激
に
水

が
集
ま
る
た
め
、
比
較
的
小
規
模
な

降
雨
で
も
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
き

ま
し
た
。
過
去
に
は
昭
和
49
年
の
集

中
豪
雨
や
昭
和
57
年
の
台
風
18
号
で

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
平
成
11

年
の
台
風
16
号
で
は
70
戸
も
の
浸
水

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
中
で
も
二

本
松
駅
前
周
辺
の
被
害
が
甚
だ
し
く
、

早
急
な
治
水
対
策
が
求
め
ら
れ
、
平

成
14
年
度
に
「
床
上
浸
水
対
策
特
別

公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
町
道
七
生
根
線
に
隣
接
し

て
い
る
一
部
区
域
を
廃
止
し
、
高
齢

社
会
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
屋
外
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
西
側

の
区
域
を
拡
大
し
、
駐
車
場
等
の
整

備
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。（
別
添
計

画
図
の
と
お
り
）

審
議
会
で
は
、
諮
問
の
あ
っ
た
議

案
に
つ
い
て
、
事
務
局
よ
り
変
更
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
当
該
変
更
に
至
っ
た

経
過
や
変
更
理
由
及
び
そ
の
概
要
等

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
審
議
し
た

結
果
、「
当
該
変
更
は
公
園
利
用
者
の

利
便
性
を
向
上
す
る
も
の
で
あ
り
、

当
審
議
会
の
意
見
は
適
切
で
あ
る
」

と
櫛
田
会
長
よ
り
宍
戸
町
長
へ
答
申

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
県
審
議
会
の
答
申
を
受

け
た
後
、
告
示
等
の
都
市
計
画
手
続

き
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

11
月
17
日
、
右
支
夏
井
川
河
川
改

修
谷
津
作
地
区
地
権
者
会
先
例
地
視

察
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
は
、
右
支
夏
井
川
河
川
改
修

事
業
の
建
設
促
進
を
図
る
上
で
地
権

者
会
の
調
査
研
究
の
一
助
と
す
る
た

緊
急
事
業
」
の
採
択
を
受

け
、
お
お
む
ね
5
ヵ
年
の

計
画
で
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
か
ら
二
本
松
市

市
街
地
部
の
2
1
2
0
ｍ

が
、
新
た
に
「
ふ
る
さ
と

の
川
整
備
計
画
対
象
区
間
」

と
し
て
指
定
さ
れ
た
も
の

で
、
河
川
本
来
の
自
然
環

境
の
保
全
・
創
出
や
周
辺

環
境
と
の
調
和
を
図
り
つ

つ
、
地
域
整
備
と
一
体
と

な
っ
た
河
川
改
修
を
行
い
、

良
好
な
水
辺
空
間
の
形
成

が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、二
本
松
市
で
は
、

櫛田会長より答申をいただきました

二本松市の六角川

六
角
川
の
改
修
に
併
せ
て
駅
前
広
場

整
備
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と

な
っ
た
親
水
空
間
整
備
及
び
歩
行
者

回
遊
空
間
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
現
地
に
お
い
て
そ
の
実
施
状
況

を
研
修
し
ま
し
た
。

福
島
県
県
北
建
設
事
務
所
六
角
川

床
上
浸
水
対
策
室
、
二
本
松
市
六
角

川
整
備
室
よ
り
事
業
実
施
上
の
課
題

と
し
て
、
用
地
買
収
や
住
民
と
の
合

意
形
成
、
事
業
に
あ
た
っ
て
苦
慮
し

た
点
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
参

加
さ
れ
た
地
権
者
の
皆
さ
ん
は
熱
心

に
研
修
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
研
修
の
成
果
を
い

か
し
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
と
町
が
一

体
と
な
っ
て
、
同
事
業
の
促
進
と
調

査
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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小
野
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
に
基
づ
き
、
10
月
1
日
か
ら
夏
井

お
お
す
ぎ
保
育
園
に
お
い
て
「
一
時

保
育
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
保
護
者
の
傷
病
・

入
院
、育
児
疲
れ
の
解
消
な
ど
緊
急
・

一
時
的
に
保
育
が
で
き
な
く
な
る
場

合
に
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。

一
時
保
育
は
専
任
の
保
育
士
が
担

当
し
、
保
育
園
の
園
児
と
同
じ
よ
う

に
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
お
子
さ
ん
の

状
態
に
合
わ
せ
て
行
事
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
か
ら
は
、「
祖
父
母
の
入
院
で
困
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
一
時
保
育
が
開
始

さ
れ
大
変
助
か
り
ま
し
た
」、「
と
て

も
良
い
環
境
の
中
で
保
育
を
し
て
く

れ
、
又
給
食
も
あ
り
助
か
り
ま
す
」、

「
2
人
の
子
ど
も
の
育
児
で
ス
ト
レ
ス

が
た
ま
っ
て
い
た
が
利
用
で
き
、
子

ど
も
も
親
も
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
育
児
支
援
の

効
果
が
現
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

な
お
、
10
月
の
利
用
日
数
は
、
5

人
の
方
が
12
日
間
で
し
た
。

利
用
の
詳
細
は
、
別
表
の
と
お
り

で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

夏
井
お
お
す
ぎ
保
育
園

7
2
│
2
7
6
0

小
野
町
教
育
委
員
会
教
育
課

7
2
│
6
7
8
0
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新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
希
望

と
決
意
を
新
た
に
町
民
相
互
の
親
睦

と
融
和
を
図
る
た
め
、
新
年
交
礼
会

を
開
催
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
に
よ

り
申
込
み
く
だ
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◎
開
催
日
時

平
成
18
年
１
月
4
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分

◎
場
　
所

宍
戸
会
館

◎
会
　
費

2
0
0
0
円

◎
申
込
期
日

12
月
22
日
（
木
）

◎
申
込
方
法

会
費
を
添
え
て
、
役
場
総
務
課
ま

た
は
、
行
政
区
長
さ
ん
へ
申
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
　
7
2
―
2
1
1
1

,年
末
が
近
く
な
る
と
申
し
込
み
が

殺
到
し
、
平
常
ど
お
り
に
作
業
を
進

め
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
の
で
、

毎
月
の
予
定
日
よ
り
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
は
12
月
27
日
（
火
）

ま
で
、
新
年
は
1
月
5
日
（
木
）
か

ら
実
施
し
ま
す
。

12
月
10
日
〜
1
月
7
日

●
留
守
家
庭
な
ど
の
汲
み
取
り
、
浄

化
槽
保
守
点
検
管
理
及
び
清
掃
手

数
料
は
、
田
村
市
・
田
村
郡
内
の

金
融
機
関
窓
口
で
お
支
払
い
に
な

る
か
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
ト
イ
レ
及
び
浄
化
槽
に
は
、
し
尿

や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

異
物
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
食
器
な
ど
の
油
汚
れ
は
、
い
っ
た

ん
紙
な
ど
で
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗

浄
し
、
米
の
と
ぎ
汁
な
ど
は
庭
木

の
肥
料
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
末
の
ご
み
収
集
は
12
月
30
日

（
金
）ま
で
、
新
年
は
1
月
4
日（
水
）

か
ら
実
施
し
ま
す
。

ご
み
は
、
日
程
表
を
よ
く
確
認
し

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

8
2
―
1
2
7
2

田
村
東
部
環
境
セ
ン
タ
ー

7
8
―
2
7
2
3

町
民
生
活
課
　
7
2
―
6
9
3
3

平
成
18
年
１
月
か
ら
予
定
し
て
い

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
収
集
は
、

開
始
時
期
を
平
成
18
年
４
月
に
延
期

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

分
別
収
集
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
、
田
村
広
域
行
政
組
合
が
三
春
町

に
建
設
し
て
い
る
田
村
西
部
環
境
セ

ン
タ
ー
の
灰
溶
融
施
設
（
焼
却
灰
を

溶
か
し
て
減
量
す
る
施
設
）
の
燃
料

と
し
て
再
利
用
す
る
計
画
で
す
が
、

施
設
が
予
定
通
り
に
完
成
し
な
い
見

通
し
の
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

保
管
場
所
も
確
保
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
や
む
を
得
ず
延
期
す
る
こ
と
に

こ
の
時
期
は
帰
省
に
よ
る
交
通
の

混
雑
、
早
い
日
没
、
積
雪
、
凍
結
に

よ
る
道
路
環
境
の
悪
化
、
年
の
瀬
か

ら
来
る
あ
わ
た
だ
し
さ
や
忘
・
新
年

会
な
ど
、
交
通
環
境
が
非
常
に
悪
く

な
り
ま
す
。

あ
な
た
自
身
、
家
庭
、
そ
し
て
地

域
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
の
意
識
高
揚

を
は
か
り
、「
事
故
に
あ
わ
な
い
、
お

こ
さ
な
い
」
を
心
が
け
交
通
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

小
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催

に
よ
る
第
10
回
小
野
町
書
初
め
大
会
が

次
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、青
少
年
の
心
身
の
健
全

育
成
を
目
的
に
、町
内
の
小
・
中
学
生
が

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
も
の

で
、多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
日
　
時

平
成
18
年
１
月
15
日(

日)

午
前
8
時
30
分
よ
り

◎
場
　
所

小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設

大
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ

小
野
町
公
民
館
　
7
2
―
2
1
2
5

 

な
り
ま
し
た
。

環
境
意
識
が
高
ま
る
中
、
皆
さ

ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
日
程
表
配
布

12
月
中
に
行
政
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
、
平
成
18
年
１
月
か
ら
3
月

ま
で
の
収
集
日
程
表
を
配
布
し
ま

す
。3

月
ま
で
の
分
別
方
法
は
変
わ

り
ま
せ
ん
の
で
、
お
持
ち
の
分
別

ポ
ス
タ
ー
を
引
き
続
き
ご
使
用
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

田
村
東
部
環
境
セ
ン
タ
ー

7
8
―
2
7
2
3

町
民
生
活
課

7
2
―
6
9
3
3
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《
年
末
火
災
予
防
運
動

12
月
15
日
〜
12
月
31
日
》

年
の
瀬
を
迎
え
、
何
か
と
あ
わ
た

だ
し
い
日
が
続
き
ま
す
。
忙
し
さ
に

ま
ぎ
れ
、
火
気
の
取
り
扱
い
や
後
始

末
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
が
心
配

さ
れ
ま
す
。「
火
の
用
心
」を
十
分
に

心
が
け
笑
顔
で
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ

う
。平

成
18
年
小
野
町
成
人
式
を
次
に

よ
り
行
い
ま
す
。

成
人
式
は
、
成
人
と
し
て
社
会
に

認
め
ら
れ
、
社
会
人
と
し
て
の
権
利

と
責
任
を
自
覚
す
る
た
め
の
貴
重
な

20
歳
の
儀
式
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
ご
出
席
下
さ

い
。
ま
だ
出
席
の
申
し
込
み
を
さ
れ

て
い
な
い
方
で
、
出
席
を
希
望
す
る

方
は
至
急
公
民
館
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

◎
日
　
時

平
成
18
年
１
月
8
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
よ
り

◎
場
　
所

小
野
町
多
目
的
研
修
集
会
施
設

大
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ

小
野
町
公
民
館7

2
―
2
1
2
5

就
職
活
動
中
の
若
者
・
フ
リ
ー
タ

ー
の
皆
様
を
支
援
す
る
た
め
、
県
が

郡
山
市
と
共
催
で
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
試

験
の
受
け
方
を
始
め
と
し
て
、
就
職

活
動
に
役
に
立
つ
こ
と
を
し
っ
か
り

お
教
え
し
ま
す
。

平
成
16
年
度
に
実
施
し
た
「
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
参
加
者
の

40
％
を
越
え
る
方
々
が
就
職
を
実
現

し
て
い
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
研
修
日

平
成
18
年
１
月
11
日
（
水
）

12
日
（
木
）

◎
研
修
時
間

10
時
〜
17
時
（
両
日
）

◎
研
修
の
主
な
内
容

１
月
11
日
（
水
）

働
く
こ
と
の
意
義
、
自
己
理
解
等

１
月
12
日
（
木
）

応
募
書
類
の
作
り
方
、
面
接
の
受

け
方
等

◎
研
修
会
場

ビ
ッ
グ
ア
イ
（
郡
山
市
）

◎
定
　
員

25
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
受
講
者
を
決
定
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。）

◎
申
込
先

福
島
県
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

0
2
4
―
9
2
7
―
4
7
7
2

10
月
の
水
質
検
査
結
果
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。
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小
野
町
50
周
年
記
念
産
業
祭
・
文

化
祭
が
10
月
29
日
、
30
日
の
両
日
、

小
野
運
動
公
園
に
お
い
て
、
44
団
体

の
協
賛
に
よ
っ
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
約
１
万
2
0
0
0
人
の

方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
、
産
業
祭
と
文
化
祭
が

合
同
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

産
業
祭
は
町
民
体
育
館
玄
関
前
に
屋

外
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
て
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
繰
り
広
げ
、海
洋
セ
ン
タ
ー・

験
し
、防
災
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ル
ワ
ン
ダ
の
教
育
を
考
え
る
会
副

理
事
長
マ
リ
ー
ル
イ
ズ
さ
ん
に
よ
る
、

「
私
の
感
じ
た
日
本
の（
も
っ
た
い
な

い
）」の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い

て
、
蓮
田
市
の
花
蝶
風
月
の
皆
さ
ん

に
よ
る
、
蓮
田
音
頭
ヤ
ン
グ
バ
ー
ジ

ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、
町
民
の
飛
び
入

り
参
加
も
あ
っ
て
、
会
場
内
が
一
段

と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ア
リ
ー
ナ
前
の
駐
車
場
で

は
、
各
種
団
体
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
や
販
売
等
、
町
民

体
育
館
ア
リ
ー
ナ
で
は
、

企
業
展
、
農
産
物
品
評
会

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
文
化
祭
は
町
民

体
育
館
ア
リ
ー
ナ
と
ロ
ビ

ー
で
実
施
さ
れ
、
幼
児
・

小
中
学
生
作
品
展
、
婦
人

会
作
品
展
、老
人
作
品
展
、

菊
花
展
等
の
出
品
物
で
町

民
体
育
館
の
広
い
ア
リ
ー

ナ
が
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。初

日
は
、
実
行
委
員
長

（
宍
戸
町
長
）
の
あ
い
さ

つ
、
議
会
議
長
の
祝
辞
に

続
き
、
関
係
者
に
よ
る
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
で
始
ま
り
ま

し
た
。

消
防
署
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
が
、
地
震
の
揺
れ
を
体

2
日
目
は
、
小
野
町
建
設
業
協
会

の
、
建
設
機
械
試
乗
体
験
コ
ー
ナ
ー

に
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
方

々
が
参
加
し
ま
し
た
。
ミ
ニ
・
ユ
ン

ボ
操
作
で
は
、
女
の
子
も
参
加
、
プ

ロ
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
指
導
に
、
最

初
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
上
手
な
操
作

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
高
所
作
業

車
で
は
、
子
ど
も
と
一
緒
に
大
人
も

同
乗
し
て
、
運
動
公
園
付
近
の
パ
ノ

ラ
マ
風
景
に
感
激
す
る
場
面
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
シ
ョ
ー
で
は
、

親
の
世
代
の
方
々
が
、
懐
か
し
く
感

じ
て
見
入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

ま
た
、
体
育
館
内
で
は
千
葉
県
船

橋
市
在
住
の
金
基
英（
キ
ム
キ
ヨ
ン
）

さ
ん
の
、韓
国
民
話
語
り
が
開
か
れ
、

多
数
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

両
日
に
わ
た
り
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ

大
会
と
大
抽
選
会
が
行
な
わ
れ
、
賞

品
の
当
選
者
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
、

会
場
か
ら
の
歓
声
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

サ
ン
マ
つ
か
み
取
り
大
会
は
、
開
始

早
々
30
分
ほ
ど
で
完
売
と
な
り
ま
し

た
。産

業
祭
と
文
化
祭
の
合
同
開
催
、

開
催
場
所
変
更
に
よ
る
来
場
者
の
声

は
、「
展
示
会
場
が
広
い
」、「
場
所
が

分
か
り
や
す
い
」、「駐
車
場
が
広
い
」、

と
い
っ
た
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

産
業
祭
・
文
化
祭
の
開
催
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ん

に
、
紙
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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受 賞 さ れ た 皆 さ ん
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10月30日、小野運動公園多目的グラウンドにおいて、小野町消防
団員約300名が集合し、秋季検閲式が行われました。
町長が統監となり、通常点検、分列式、各分団対抗による放水訓練

が行われた後、優良団員、消防機材器具管理態勢が優良な班に対する
表彰が行われました。（受賞者は表のとおり。敬称略）
なお、同式上において、夏井町屋地内ポンプ置場に永年協力いただ

きました先崎吉代子様、菖蒲谷仲田地内ポンプ置場の新設に協力いた
だきました根本七郎様、吉田尊様の3名に感謝状が贈呈されました。
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※記事については、常用漢字・人名用漢字で記載しております。


